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概要

剱持勝衛氏は、回転面の満たす微分方程式から、与えられた関数を平均曲率として持つ

正則な回転面の構成法を示し、回転面が周期的であるための条件を与えた ([2, 3])。一方

で、近年、特異点を許容する曲線・曲面 (波面やフロンタル)の微分幾何学的研究が活発に

行われてきており ([1, 4, 5, 6])、佐治健太郎氏、梅原雅顕氏、山田光太郎氏によって、波

面の平均曲率は非有界になることが示された ([5])。従って、回転面が特異点を持つ場合、

その平均曲率は非有界になる可能性がある。

本講演では、与えられた非有界な関数を平均曲率として持つ特異回転面の構成法を紹介

する。さらに、その構成によって得られる回転面の特異点の判定条件や周期性などについ

ても紹介したい。本講演の内容は、Luciana F. Martins氏 (UNESP)、佐治健太郎氏 (神

戸大)、Samuel P. dos Santos氏 (UNESP)との共同研究に基づく。
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